
日本生活教育連盟主催 ２０１８春の研究集会in東京 

なかまとつながり、未来をひらく～結成７０年、さざ波を打ち続けて～ 

 
第１部 生活教育の歴史から未来を見通す 

「教育課程改革の試案と授業づくり実践」 

講演者  梅原 利夫さん（和光大学） 

 

第２部 学級づくりへのヒントをさぐる 

「学年崩壊、荒れる中学生が教えてくれたこと」 

報告者  宮﨑 博史さん（千葉県公立中学校教員） 

 

２０１８年４月３０日（月） 

13：00～16：30 

受付１２：３０～  終了後、付近にて懇親交流会を催します。 

会場 成城ホール 集会室 

（小田急線成城学園前駅より徒歩４分） 

資料代 一般５００円 学生１００円 

 

---------お 知 ら せ------------------------------ 

○夏には、日本生活教育連盟の全国集会（大阪集会）が開催されます！ 

《日程》２０１８年８月４日（土）～６日（月） 

《会場》大阪電気通信大学寝屋川駅前キャンパス＆アルカスホール 

○詳しくは公式ウェブサイトやFacebookをご覧ください。 

《連絡先》ryoko2235@cyber.ocn.ne.jp：中河原良子 

《公式ウェブサイト》日本生活教育連盟 http://nisseiren.jp 

戦後 70年の間に、日生連と教科研とが切り結ぶいくつかの重要な接点がありました。 

①社会科をめぐる勝田守一・梅根悟論争（１９５２） ②「生活と教育の結合」と「科学と教育の結合」をめぐ

る論争（1960 年代） ③教育課程改革試案作成への道（1976） ④3.11 後の復興教育を模索する教育実

践（2011～） 今回は、③と④について考え合います。 

2018 年、コア・カリキュラム連盟を前身とする日本生活教育連盟が創設 70 周年を迎えます。日生連が

教育課程改革の中で行ってきたこと、これからめざすことについて学びあいましょう。 

私の 30 歳頃の実践報告です。学年崩壊が起こり、そこから何をどのように考えて実践していったのか

を語ります。若い教師、中堅・ベテランの教師、保護者など、それぞれの立場にあって悩み多き方々ととも

に、当時の実践を振り返ることから、引き出せる教訓があればそれらを共有したいと願っています。 
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